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愛知大学東亜同文書院大学記念センター経過報告引年
7月叩日／評議会「東
E同文書院記念基金」受託承認。
叩月
4日／山田家より「孫文・辛亥草命山田兄弟関係資料」
受贈。
mM年
1
月
M日／「孫文・辛亥革命山田兄弟関係資料」整理中間報
止ロ。常設展示場｜記念センターの設置構想盛り込む。
4
月
2日／「孫文・辛亥革命 兄弟関係資料」学内展示。
6月羽田／学部長会議へ「記念センター設置について」提案。
（今泉、江口、嶋倉、田崎、野崎、藤田）
9月お目／名古屋国際センターにて「孫文・辛亥革命山田兄
弟関係資料展」開催。
幻年
1
月
8日／センター設立発起人（今泉）より学部長会議へ
「東
E同文書院大学記念センター準備委員会設置」
を提案。
1月お日／発起人会「記念センター設立趣意書、準備委員会
設置案」作成
1月幻日／学部長会議「記念センター準備委員会」の設置を
了承。
2月旬日／学部長会議「記念センター準備委員会」の補足、
了承。
2月凶日／評議会「記念センター準備委員会」承認。3月
8日／記念センター準備委員会発足（第一回会議開催）。
3月別日／沼友会（賀来事務局長、脇田基金会運営委員長、
小崎理事）、霞山会（近衛会長、小川副会長、小崎理事、木下事務局長）に「記念センター」設置についての趣旨説明と会 に顧問就任を要請。
4
月
6日／豊構校舎入学式記念講演「愛大の原点は東車同文
書院大学｜建学精神の継承と発展」講師・・小崎昌業氏
4
月
7日／名古屋校舎入学式記念講演「愛知大学との出あい
ーその母体ともいえる東亜同文書院大学に学んで」講師・・小林一夫氏
4月げ目／第二回記念センター準備委員会。4月叩日／学部長会議で、「記念センター」設立を了承し、記
念センター規程案、記念センター何年度事業計画と予算案を承認。
4月辺目／評議会「東亜同文書院大学
決定。
5月羽田／第三回記念センター準備委員会、記念セ の
設立日を五月三
O
日と決定。
5月初日／愛知大学東
E
同文書院大学記念センターを設立。
7
月
8日／掘友会春名会長、霞山会近衛会長、東車同文書院
基金会坂口会長に顧問委嘱。福友会賀来事務局長、掘友会小崎昌業氏、沼友会鈴木信氏に運営委員発令。（学内委員発令記蔽略す）
7月旬日／愛知大学同友会伊藤会長に顧問委嘱。7月初日／第一回東
E
同文書院記念センター運営委員会。
叩月
1日／ブックレット『東
E
同文書院大学と愛知大学
l
一
九四
0年代学生遠の青春群像』（六甲出版）を出版。
叩月時日／「東亜同文書院大学記念センター発足記念・愛知
大学文化講演会」（講師一尾崎秀樹日本ペンクラブ会長）朝日新聞社朝日ホ
l
ル。
「東亜同文書院大学記念センター発足記念交歓会」名古屋ヒルトンホテル。
(u）文書院記念線 52 
打月四日
／復旦大学歴史系
、賛美真教授「束翌
同文書院
研
究
をめぐって」講淡。
花月
2
日／第二回来型同文曾院大学記念
セ
ンター述営委
nH
会
。
例年
3月白日
／「愛知大学東亜同文書院大学記念センタ
ー報
刊号』を刊行
。
4月叩日
／第三回東亙同文舎院大学記念センター運営委員会
。
9月四日
／
「東亜同文性院記念基金記念賞
」
受賞の米カリフ
オルニア大学バー
ク
レー校訪問教授林文月女史
「日本文学の中国跨訳
」
講淡
。
9
月引日
／東運
同文舎院記念基金記念
賞受賞のお茶の水女子
大学栗田尚弥講師「東亜同文瞥院大旅行の思惣的意味」誠淡
。
刊丹市日
／「孫文・辛亥革命
山田兄弟関係資料｜舎筒類
」
の
マイクロフィルム作成
。
世月
1
日／プ
y
クレッ
ト
『東南血肉文舎院大学と愛知大学第
2
集」（六甲出版
）を出版
。
抱月白日
／第四回東亙同文書院大学記念センター運営委員会
。
回年
1月刊
MB
／
「東亜同文舎院大学学符簿
・成績簿」のマイクロ
フィルム作成。
3月初日
／
『同文書院記念報
（愛知大学東亜問文書院大学記
念セン
ター報）」第
二号を刊行
。
4月辺自
／第五回東亙向文舎院大学記念センター運営委員
会。
8月お日
／村
上武氏より様津院長選品等受贈
。
9月市日
／（社）極友会より東亜同文住院 に待
付金二
OO
万円贈られる
。
9月叩日
／座談会「孫文
・辛亥革命山図兄弟関係資料委託経
総」開催
。
叩月初日
／プァクレァト『東亜同文舎院大学と愛知 ｜第
3集』
（六甲出版
）を出版
。
何年
1
月刊日
／（財）霞山会より東堕同 容院記念センターに寄
付金五
OO
万円知られる
。
3月回目
／『同
文容院記念報急弘知大学東亜同文容院大学記念
センター報
）』第
三号を刊行
。
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